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令和 5年度『議会だよりモニター会議』  

実施報告書 

 

 

令和５年７月２７日に開催した議会だよりモニター会議の実施概要に

ついて、別紙のとおりご報告いたします。 

   

令和５年８月８日 

 

                            広報広聴委員会広報分科会 

 

                                 分 科 会 長    大日向香輝 

 

                                 副分科会長    林 一輝 

 

                                 委      員    井上 忠征 

 

                                 委      員    加藤 雄太 

 

                                委      員    青山 豊 

 

委      員    福田 誠 

 

 

 

横手市議会議長   寿松木 孝  様 
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令和５年度『議会だよりモニター会議』 実施報告書 

 

■開催日時 令和５年７月２７日（木）  １８：００～ １９：３０ 

■開催場所 横手市交流センター Ｙ2ぷらざ 研修室１ 

■参加人数 ２人 

 

≪実施方法≫ 

 意見交換内容は以下のテーマで行った。 

・議会だよりに求められていることは 

市民が議会だよりに期待していること、知りたいことは何か（特集記事の必要性

など） 

一般質問記事の在り方について（記載内容、文章量、QRコード活用など） 

 ・議会だよりの内容について（改善すべき点、どんな記事を読みたいかなど） 

・議会からの情報発信の方向性は（発行時期、紙での配布の必要性、WEB（Facebook・

インスタ含む）の活用など） 

以上の内容について、参加者に事前に伝えたうえで会議にご参加いただいた。 

なお、意見交換は２グループに分かれ、小グループ形式で行った。 

 

≪意見交換内容≫ 

グループ① 

テーマ「議会だよりに求められていることは」 

・議会だよりには、正確な情報が報じられるこ

とを期待している。今、議会で何が行われて

いるかを知ることができるツールでもある。 

・７６号の特集記事はとても素晴らしい内容で、

大変評価できる。 

テーマ「一般質問記事の在り方について」 

・いまのままでも問題はない 

・個々の議員が何をどのように考えているかを

知ることで、議会や議員を身近に感じること

ができる 

・ＱＲコードは、本当に興味がある内容であれ

ば読み込んでもらえるかもしれないが、一般

的には使わない 

テーマ「議会だよりの内容について」 

・賛否一覧が掲載されているが、議案名からは

どのような内容か分かりにくい。また、賛否

がなぜ分かれたのかも分からない。 

 

グループ① ディスカッションの様子 
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テーマ「議会からの情報発信の方向性は」 

・議会だよりには速報性は求めていない。それよ

りも充実した内容とすることが重要。 

・ＳＮＳを活用するのであれば、それを見て議会

だよりを読みたいと思う人が増えるような工

夫が必要 

 

 

グループ② 

テーマ「議会だよりに求められていることは」 

・読みやすさが大事。文字が多い記事は読まずに

スルーしてしまう。 

・地域にダイレクトに関わる問題に関する記事に

は関心が高くなる。７６号の特集記事では、議

員の考えも分かって良かった。 

・賛否一覧の掲載では、なぜ反対したのかの理由

までは分からない。 

テーマ「一般質問記事の在り方について」 

・ＱＲコードを使うことはほとんどなく、ＱＲコ

ードに頼りすぎた内容にすると、読まれない広

報紙になってしまうのではないか。 

テーマ「議会だよりの内容について」 

・７６号の委員会審査報告は一つのテーマについ

て説明と写真が掲載される構成となっていて、読

みやすく分かりやすい記事だった。 

・議員一人一人の考えかた、政策、人柄などが伝

わるともっと身近に感じられるようになる。 

テーマ「議会からの情報発信の方向性は」 

・議会だよりは３カ月に１回の発行なので、その

間の情報発信ツールとしてＳＮＳを活用して行

けばよい。 

その他の意見 

・議会だよりは年度ごとに配色を変えてきている

が、変える必要はないのではないか。 

・議会報告会は市民と議会が接点を持つ貴重な機

会であり、復活させてほしい。 

 

 以上、報告いたします。 

 

グループ② 発表内容 

 

グループ② ディスカッションの様子 

 

グループ① 発表内容 


